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令和３年４月 武雄市農業委員会「総会」議事録 

 

 

 １．日 時    令和３年４月５日（月） 

          （開会）１３時３０分 （閉会）１４時４５分 

 

 ２．場 所    武雄市文化会館ミーティングホール 

 

 ３．農業委員出席状況   出席者１９人  欠席者０人 

 

 ４．農地利用最適化推進委員で出席した者 

   渕 良昭、諸岡登志彦、小栁 滿、小田康信、西村栄義、荒川宏文、諸岡秀一、 

笠原 武、中島敏秋、小栁信博、小潟 博、大宅 潔、光岡政範、山口 浩、 

松岡義信、田淵清徳、下平秀昭、永尾廣次、中原 位、鈴山春樹、宮原洋昭、 

平川 香、橋口和彦、立川浩吉（以上２４名） 

 

 ５．協議事項 

   議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請          ８件 

   議案第２号 農地法第４条の規定による許可申請          １件 

議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請          ８件 

   議案第４号 農地転用許可後の事業計画変更承認申請及び 

 農地法第５条の規定による許可申請          ５件 

   議案第５号 武雄市農用地利用集積事業計画（案） 

   議案第６号 農業振興地域内、農用地からの除外について     １０件 

   議案第７号 武雄市非農地証明願                 １件 

 

 ６．議事内容 以降記載 

 

議席 

番号 
氏名 出席 欠席 

議席 

番号 
氏名 出席 欠席 

１ 大島  栄 ○  １１ 川口 敏広 〇  

２ 富永 光男 ○  １２ 古川さゆり 〇  

３ 中尾 正悟 ○  １３ 稲富  守 〇  

４ 佐佐木幸夫 ○  １４ 永石 芳彦 〇  

５ 松尾 隆博 ○  １５ 山下 英喜 ○  

６ 中村 和仁 ○  １６ 澤井富二郎 〇  

７ 中村 一明 ○  １７ 坂口 友久 〇  

８ 田代 了三 ○  １８ 相原 經憲 〇  

９ 山田 義利 ○  １９ 岩橋 久美 〇  

１０ 向井 健作 ○      
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―――――――――――――――《職員の紹介等》――――――――――――――――― 

 

※４月の人事異動により異動した職員の紹介を行った。13:30～13:35 

 

事務局長   みなさん、こんにちは。総会を始める前に、新年度の職員体制について、

皆様にご紹介をいたします。内容については、本日お配りしている資料の最

初のページをご覧ください。 

       営業部農林課関係では、営業部理事に永尾理事、農林課長に野口課長が着

任しました。 

       次に農業委員会事務局は、岩瀬主幹が異動になり、新しく松尾副主幹が着

任しております。その他の職員については資料のとおりです。 

       それでは、永尾営業部理事、野口課長、岩瀬主幹、松尾副主幹より、ご挨

拶を申しあげます。 

     （永尾 営業部理事 あいさつ） 

     （野口 農林課長 あいさつ） 

（松尾 副主幹 あいさつ） 

（岩瀬 主幹 お礼のことば） 

 

    ここで、業務の都合がある職員は退席をさせていただきます。 

 

     （職員退席） 

 

――――――――――――――――《開  会》 ――――――――――――――――― 

 

事務局長   それでは、改めまして令和３年４月の農業員会「総会」に入らせていただ

きます。本日は、農業委員全員出席で、農業委員会等に関する法律第２７条

第３項の規定によりまして、本日の総会は成立をいたします。 

それでは会長、よろしくお願いします。 

 

会 長   （農業情勢等の報告等については省略） 

       ただいまから、令和３年４月の武雄市農業委員会総会を開会いたします。

本日は議案第１号から議案第７号までの審議をお願いいたします。 

議事録署名人に、１２番 古川委員、１７番 山口委員を指名いたします。 

       それでは、議案審議に入る前に、事務局から報告事項をお願いします。 

 

事務局    ３月総会審議後の転用許可状況について報告。内容は省略。 

 

会 長    事務局からの報告に対して、皆様からお尋ね等はございませんか。 

 

（なし） 
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会 長    特に無いようですので、審議事項に入ります。 

 

―――――――――― 《議案第１号 農地法第３条 許可申請》 ――――――――― 

 

会 長    では１号議案を議題といたします。農地法第３条の規定による許可申請が、

８件提出されています。この議案について、事務局の説明をお願いします。 

 

事務局    失礼いたします。それでは議案第１号についてご説明させていただきます。

資料につきましては、議案書の１ページからになります。 

まず、申請番号１番です。権利の内容は所有権の移転になっております。

土地は○○町にあります、田４筆の面積が４筆の合計で１１,１５７㎡です。

生前贈与のため、申請をされるものであります。生前贈与のため、農地の価

格は発生をしておりません。 

申請番号２番と３番につきましては、一括でご説明をさせていただきます。

土地につきましては、○○町にあります畑１筆の２８０㎡と、田２筆の合計

面積が２２９㎡です。どちらも、譲受人が市道の拡張のために所有地を売却

したため、代替地として農地を求めたいということで、申請が提出をされて

おります。農地の価格につきましては、申請番号２番につきましては、１０

ａ当り○○円。申請番号３番につきましては、○○円となっております。 

続きまして、申請番号４番です。権利の内容は所有権の移転になっており

ます。土地は○○町にあります、田４筆の面積４筆合計で５,７５４㎡です。

譲受人が現在も耕作をしているため、所有権移転するものであります。農地

の価格につきましては、今まで管理をされていたため無償贈与ということで、

価格は発生しておりません。 

続きまして申請番号５番。権利の内容については、所有権の移転になって

おります。土地は○○町にあります畑２筆と田１筆、面積が３筆の合計で７

２７㎡です。譲受人の自宅近くで管理がしやすいためということで、申請が

提出をされております。農地の価格につきましては、３筆で○○円というこ

とです。 

続きまして、申請番号の６番と７番について、一括でご説明をさせていた

だきます。権利の内容については所有権の移転です。土地は○○町にありま

す、田の面積８５㎡と８２㎡です。この６番と７番の土地を、それぞれ所有

者を変えるということで、土地の交換ということで申請が提出をされており

ます。土地の価格については、発生をしておりません。 

続きまして、申請番号８番。権利の内容は所有権移転になっております。

土地は○○町にあります田１筆の面積が１,８９１㎡です。譲受人が現在も耕

作をしているということで、申請が提出をされております。農地の価格につ

きましては、１０ａ当たり○○円です。 

以上、申請番号１番から８番までについて、全て３つの判断基準を満たし

ていると判断をしております。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 
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会 長    事務局の説明が終わりました。この案件について、地元委員さんからの補

足説明があれば、その説明を受けてから質疑に入りたいと思いますが、まず

私の方から６番と７番でございますが、６番と７番については、ちょうど新

幹線がこの田を横断しておりますので、右の端と左の端が、ちょうど同じく

らいで、松尾さんと橋口さんが交換をされて、一枚の田右左あるとを１枚の

田にするということで言われておりますので、この分について私はしていた

だきたいということで、印を押しました。 

他の案件について、地元委員さん、何かございませんか。 

 

      （地元委員による補足説明なし） 

 

会 長    特に無いようですので、質疑を開始します。何かございませんか。 

 

      （質疑なし） 

 

会 長    無いようですので質疑をとどめます。議案第１号 農地法第３条の規定に

よる８件の許可申請について、許可することに異議ございませんか。 

 

（「異議なし」の声多数あり） 

 

会 長    異議なしと認めます。よって、議案第１号農地法第３条の規定による８件

の許可申請については、許可することに決しました。 

 

―――――――――― 《議案第２号 農地法第４条 許可申請》 ――――――――― 

 

会 長    次に議案第２号、農地法第４条の規定による許可申請を議題といたします。

農地法第４条の規定による許可申請が１件提出されております。この議案に

ついて、事務局の説明をお願いします。 

 

事務局    失礼いたします。議案第２号について、ご説明をさせていただきます。 

申請番号１番。土地は○○町にあります畑２筆の面積が２筆合計で１４６

㎡です。現在の住居が老朽化したため、建替えを行いたいということで、同

時利用地としまして、宅地の１５.０３㎡を含んだ全体計画地１６１.０３㎡に

一般住宅を建設される申請となっております。工事完了時期につきましては、

令和３年の８月３１日です。農地区分及び、許可基準の該当事項につきまし

ては、１ページ記載のとおりです。 

事務局の説明は以上です。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

会 長    事務局の説明が終わりました。この件について地元委員さんから補足説明

があれば、その説明を受けてから質疑に入りたいと思います。地元委員さん、

何かございませんか。 
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      （地元委員による補足説明なし） 

 

会 長    特に無いようですので、質疑を開始します。何かございませんか。 

 

      （質疑なし） 

 

会 長    特に無いようですので質疑をとどめます。議案第２号農地法第４条の規定

による１件の許可申請について、「本委員会としては許可しても差し支えな

い」との意見を付けて、佐賀県知事に送ることに異議ございませんか。 

 

（「異議なし」の声多数あり） 

 

会 長    異議なしと認めます。よって議案第２号農地法第４条の規定による１件の

許可申請については、「本委員会としては許可しても差し支えない」との意見

を付けて、佐賀県知事に送ることに決しました。 

 

―――――――――― 《議案第３号 農地法第５条 許可申請》 ――――――――― 

 

会 長    次に議案第３号、農地法第５条の規定による許可申請を議題といたします。

農地法第５条の規定による許可申請が８件提出されております。この議案に

ついて、事務局の説明をお願いします。 

 

事務局    失礼します。議案第３号についてご説明をさせていただきます。 

まず、申請番号１番。権利の内容は所有権の移転になっております。土地

につきましては、○○町の畑２筆と田２筆。面積が４筆合計で１３３１㎡で

す。申請地は周辺に大型商業施設や学校があり、住環境が良いため、宅地分

譲を計画したということで、申請が提出をされております。宅地分譲の５区

画で、面積１３３１㎡です。工事完了時期につきましては、令和３年１０月

３１日です。農地区分及び、許可基準の該当事項につきましては、資料に記

載のとおりでございます。 

続きまして、申請番号２番。権利の内容は所有権の移転になっております。

土地につきましては、○○町にあります田９筆の面積が９筆合計で７８１２

㎡です。小中学校まで１．５ｋｍ以内、商業施設も近いため、住環境が良い

申請地で分譲地として販売をしたいということで、同時利用地としまして、

水路１８０.５９㎡を含んだ合計計画面積７９９２.５９㎡に、宅地分譲２６区

画を計画され申請されております。工事完了時期は令和３年の１２月２０日

です。農地区分及び、許可基準の該当事項につきましては、資料の方に記載

のとおりでございます。 

続きまして、申請番号３番です。権利の内容は所有権の移転になっており

ます。土地は○○町にあります畑１筆の面積５４２㎡です。学校や商業施設

にも近く、住環境が整っているため、申請地を宅地分譲地として販売をした
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いということで、同時利用地としまして、宅地と山林の７９２.１８㎡を含ん

だ、合計計画面積１３３４.１８㎡に宅地分譲の６区画を計画され申請されて

おります。工事完了時期につきましては令和３年１０月３１日です。農地区

分及び許可基準の該当事項につきましては、資料記載のとおりでございます。 

続きまして申請番号４番です。権利の内容は所有権移転になっております。

土地は○○町にあります田１筆の面積１４１㎡です。自家用車及び業務用車

両の駐車場として整備をしたいということで申請が提出をされております。

工事完了時期につきましては、現状をそのまま利用ということで記載なしと

いう形にさせていただいております。農地区分につきましては農地区分及び

許可基準の該当事項は、資料に記載のとおりでございます 

続きまして申請番号５番です。権利の内容は所有権移転になっております。

土地は○○町にあります畑４筆の面積が４筆合計の４５５㎡です。学校や商

業施設も近く、住環境が整っているため、建売分譲住宅地として販売をした

いということで、同時利用地としまして、宅地他４筆の３７６.２９㎡を含ん

だ合計計画面積が８３１.２９㎡に、３区画の建売分譲住宅を計画され、申請

が提出をされております。工事完了時期につきましては、令和３年８月３１

日です。農地区分及び、許可基準の該当事項は、資料に記載のとおりです。 

続きまして申請番号６番です。権利の内容は所有権移転になっております。

土地は○○町にあります畑２筆の面積合計２０４㎡です。こちらが４条及び

５条計画地になっておりまして、１８９５１－３が５条、１８９５３－１に

ついては自身所有地のため４条区分になっております。自宅敷地のスペース

が狭かったため、農業用倉庫、農機具置場、物置を建設したということで、

既に利用をされておりますので、始末書が添付をされております。農地２筆

と同時利用地の原野を含んだ合計計画面積については、２５５.８㎡です。始

末書添付のため、工事完了時期についてはございません。農地区分及び許可

基準の該当事項につきましては、資料に掲載のとおりでございます。 

続きまして申請番号７番です。権利の内容については所有権の移転です。

土地は○○町の畑１筆の面積２８６㎡です。現在、両親と同居をしているが、

手狭になってきたため、申請地に一般住宅を建設したいということで、同時

利用地としまして、山林５７㎡を含んだ合計計画面積３４３へ米に一般住宅

を建設される計画になっております。農振除外の手続きについては、済んで

おります。工事完了時期は令和３年１２月３１日です。農地区分及び許可基

準の該当事項につきましては、記載のとおりでございます。 

最後に申請番号８番です。権利の内容につきましては、賃借権設定による

一時転用になっております。土地は○○町にあります田１筆の面積１７００

㎡です。新武雄工業団地造成工事の請負及び仮設の現場事務所、駐車場、資

材置場として利用をしたいということで、申請が提出をされております。賃

借期間については、令和３年の４月３０日までです。農地区分及び、許可基

準の該当事項につきましては、資料に記載のとおりでございます。 

事務局からの説明は以上でございます。御審議のほどよろしくお願いいた

します。 
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会 長    事務局の説明が終わりました。このうち１番と２番の案件については、調

査委員会を行っておりますので、座長の 中島薫委員から調査結果の報告を

お願いします。 

 

調査委員会座長（５番委員） 

       はい。それでは、調査委員会の報告を行います。令和３年３月２６日、 

       午後１時３０分から、調査委員会を B班及び地元農業委員、推進委員により、

武雄市役所３階会議室及び現地にて開催し、議案第３号農地法第５条の規定

による申請２件について審議しました。議案第３号申請番号１番の宅地分譲

について、代理人から転用理由、転用計画等の説明があり、審議しました。 

主な質疑、要望は、一つ目に開発地の道路の名義について指摘があり、道

路の名義については、宅地を購入される方々の共有名義になり、維持管理に

ついては、名義人の方々が行っていく計画であるという回答がありました。 

二つ目に、隣接の農地所有者等の同意がないことについて、代理人より経

緯について説明があり、隣接地の田について、登記上は田であるが、現在の

利用状況は、畑としての利用であること及び同意が得られてないのは、隣接

農地所有者の自宅敷地と今回申請地との造成計画等の背景からであり、隣接

農地と今回の申請地間の問題でないことを、実際、現地にて代理人立会の下、

尺当てを行いながら、造成計画まで含めた所で確認できました。 

三つ目に、申請地付近は土質が緩いため、工事の際の重機の搬入は経路に

気を付けることを要望し、了承をいただきました。 

続いて、議案第３号、申請番号２番の宅地分譲について、代理人から転用

理由、転用計画等の説明があり審議しました。主な質疑、要望は、一つ目に、

こちらも開発地の道路の名儀について質疑があり、道路及び公園については、

武雄市へ寄附を行うため、名義については武雄市になる予定であるが、完成

してもしばらくの間は開発業者にて維持管理を行うという回答がありました。

この質疑に関連して、しばらくの間とはどのくらいか、具体的に決まってい

るかという質疑があり、期間については市との協議になるため、現在、その

期間まで含めた所で協議中であり、現段階ではまだ明確に決定していないと

いう回答がありました。 

二つ目に、申請地内を流れる水路について付け替えを行い、地元要望で申

請地北側の道路側溝及び東側水路の２方向に向って流す計画であるというこ

とを、代理人から現地にて説明がありました。 

以上、質疑等ありましたが、申請番号１番と２番の案件について、調査委

員会としては、転用の許可基準から、許可しても差し支えないという判断に

なりました。以上です。 

 

会 長    ありがとうございました。１番と２番の案件について調査委員会の報告が

終わりました。３番から８番の案件については地元委員さんから補足説明が

あれば、その説明を受けてから質疑に入りたいと思います。 
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      （地元委員による補足説明なし） 

 

会 長    無いようですので、質疑を開始します。何かございませんか。 

 

○○番委員  すいません。８番の案件についてお尋ねいたします。貸付人が○○地区と

なっておりますが、大体区では土地は持ったらいけないんじゃないかなと思

ってですね。私たちの所でですね、今まで部落田だった所が持てないという

ことで、各部落にちょっと分けてですね、国から土地の税金がかかっている

という問題がありましたし、また来月出ると思いますが、私の地区で圃場整

備で部落田が持てない、圃場整備でちょっと残った土地が部落田だったんで

すけれども、部落では持てないということで、２人の方にちょっと名義貸し

みたいにされているという点もありましたので、区で持てるのかのかどうか

について、ちょっと疑問に思いましたのでおたずねします。 

 

事務局    失礼します。委員さんの指摘の件なんですけれども、元々、区の農地とい

うか、今回３条の生前贈与が出てきているんですけれども、同じ農地の相続

をする様な形でも、今の所有者、土地の名義人さんが生きているか、亡くな

っているかによって手続きが違ってきます。生前贈与になってくると、農業

委員会での３条の許可が必要になります。亡くなっている場合については、

死亡相続という形で、農業委員会の許可なしで、そっちは民法の方で手続き

をされるんですけれども、今回の○○区の分につきまして、これもちょっと

農業委員会の許可が絡んでいた分ではなくて、委任の終了という手続きがあ

るんですけど、区の代表者、区長さんのお名前か何かになっていたと思うん

ですが、それを農業委員会を通さないでする手続きの方法があるらしくて。

うちを通さないもので、私も全然詳しくないんですけど、各個人の代表者の

お名前になっていたものを委任の終了という形で何々区という様な形が残っ

てきているのがこの土地になっています。なので、おっしゃっているとおり、

これから新規で、元々持っていたものではなくて、農地を区の方が取得する

とか、そういうのについてはですね、農地は持てませんけど、元々持ってお

られる土地、今現在持っておられる土地については、登記簿上のやり方で、

区の名前にすることができることがあるみたいです。すいません。これくら

いの説明ですけど、よろしいでしょうか。 

 

会 長    私の方から説明をしたいと思いますが、○○区についてはですね、２年か

３年前ですね、元々、個人の名義になっとった。いま言われたように持たれ

ないということで、前の区長さんたちの名義になっとった訳ですよね。それ

で、２年前か地縁団体にならかしんさった訳ですよ。その時に、所有者の方

から、これは間違いありませんという印鑑をもらって地縁団体の名義になさ

れたということですので、地縁団体になれば所有がそのまま引き継がれると

いうことだそうでございます。よございますか。 
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１９番委員  はい。 

 

会 長    ほかに。何かございませんか。 

 

      （質疑なし） 

 

会 長    特に無いようでございますので、議案第３号の質疑をとどめます。議案第

３号農地法第５条の規定による８件の許可申請について、本委員会としては

許可しても差し支えない」との意見を付けて、佐賀県知事に送ることに異議

ございませんか。 

 

（「異議なし」の声多数あり） 

 

会 長    異議なしと認めます。よって、議案第３号農地法第５条の規定による８件

の許可申請については、本委員会としては許可しても差し支えない」との意

見を付けて、佐賀県知事に送ることに決しました。 

 

――――――――《議案第４号 農地転用許可後の事業計画変更承認申請及び 

農地法第５条の規定による許可申請》―――――――― 

 

会 長    次に、議案第４号を議題といたします。議案第４号農地転用許可後の事業

計画変更承認申請及び農地法第５条の規定による許可申請が５件提出されて

おります。この議案について、事務局の説明をお願いします。 

 

 

事務局    失礼いたします。議案第４号についてご説明をさせていただきます。 

申請番号１番です。土地は○○町にあります田１筆の面積が２８３㎡です。

こちらの土地につきまして、平成３０年６月２９日付で、今回の譲渡人の方

が塾の駐車場として許可を受けられておりましたが、塾を駅前の別の場所に

開校することになったため、該当地を利用する計画がなくなったということ

で、新たに今回の譲受人が一般住宅を建築したいということで申請が提出を

されております。こちらにつきましては、事業主が今回の譲渡人の方から譲

受人の方へ変更と、事業計画の内容につきましても、駐車場から一般住宅へ

変更されておりますので、事業計画変更承認申請と５条申請書の両方が提出

をされております。工事完了時期につきましては、令和３年の１１月３０日

です。農地区分及び許可基準の該当事項につきましては、資料記載のとおり

となっております。 

続きまして、申請番号２番です。土地は○○町にあります畑２筆の面積が

合計９０７㎡です。こちらの土地につきまして、平成６年１２月２１日付で、

今回の譲渡人が研修施設として許可を受けられておりましたが、経営状況の

悪化により、建設が困難になったということで、新たに、今回の譲受人が同
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時利用地としまして、原野、雑種地を含む合計１２２４㎡に、太陽光発電施

設を建設したいということで申請が提出をされております。許可が平成６年

の末でありまして、当初申請時の図面についてはございません。また、平成

６年に許可されたものの事業が完了せず、事業計画変更申請が、現在、提出

をされておりますが、研修施設の建設が困難になったということで、別の用

途で活用できないかというご相談は、以前からあっていた様でございます。

こちらにつきましても、事業主が譲受人から譲渡人へ変更をされ、事業内容

につきましても、研修施設から太陽光発電施設へ変更されておりますので、

事業計画変更承認申請と５条申請の両方が提出をされております。工事完了

時期につきましては、令和３年の１２月３０日です。農地区分及び許可基準

の該当事項につきましては、資料記載のとおりとなっております。 

続きまして、申請番号３番です。土地は○○町にあります田６筆の面積が

合計で５１５２㎡です。こちらの土地につきまして、平成２７年１２月２１

日付で、建売分譲住宅の１８区画で許可を受けられておりましたが、国道３

４号武雄バイパスの拡張工事により、事業用地が買収されたため、事業面積

を縮小したいということで、１８区画から１６区画へ区画数を減らす事業計

画変更承認申請が提出をされております。土地の所在欄に記載をされている

ものにつきましては、当初、許可を受けられた筆になっておりまして、バイ

パスの拡張に伴う潰れ地の面積が、取消面積の５４２.４１㎡米となっており

ます。その部分５４２.４１㎡の分につきまして、農地法第５条の一部取消願

が提出をされております。工事完了時期につきましては、令和２年１２月末

でございます。 

続きまして、申請番号４番です。土地につきましては○○町にあります田

２筆の面積が２筆合計で１９９０㎡です。こちらの土地につきまして、平成

３０年４月１１日付で、建売分譲住宅６区画で計画を受けられておりました

が、申請番号３番と同様の理由で、６区画から４区画へ区画数を減らす、事

業計画変更承認申請と農地法第５条の一部取消願が提出をされております。

工事完了時期につきましては、令和３年１２月の末です。 

続きまして、申請番号５番です。土地につきましては○○町にあります田

３筆の面積が３筆合計で２４９０㎡です。こちらの土地につきまして、平成

３１年の２月１３日付で、建売分譲住宅９区画で許可を受けられておりまし

たが、申請番号３番及び４番と同様の理由で、９区画から６区画へ区画数を

減らす、事業計画変更申請と農地法第５条の一部取消が提出をされておりま

す。工事完了時期につきましては、令和７年の６月末となっております。 

事務局からは以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

会 長    議案の説明が終わりました。地元委員さんから補足説明があれば、その説

明を受けてから質疑に入りたいと思います。なにかございませんか。 

 

      （地元委員による補足説明なし） 
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会 長    ないようですので、質疑を開始したいと思います。何かございませんか。 

 

○○委員   すいません。３番と４番は条件付分譲住宅ではないでしょうか。建売分譲

ではあるけど条件付分譲住宅じゃあないのでしょうか。 

 

事務局    失礼します。先ほど、ご指摘の通り、申し訳ございません。申請番号３番

のみにつきまして、建売分譲住宅ではなくて条件付分譲住宅となっています。

すいません。訂正をお願いします。 

 

○○委員   はい。わかりました。では４番は分譲住宅。 

 

事務局    ええ。４番と５番につきましては、建売分譲住宅という項目になります。 

 

○○委員   そしたらこれは２区画くらい減る計画になるけど、分譲住宅の全体面積大

体３分の２やったかね、条件付分譲住宅の状況が減ったもんね、３分の２は

なるとかね。 

 

事務局    はい。この事業計画変更後、区画数を減らすことによって、今回、４条、

５条の所で出てきている申請番号が、議案第３号の番号５番の所になるんで

すけれども、それで７割の条件を満たすということで、県の方が新規の受付

可能ということで、今回の５番が同時に延長された様な形になっております。 

 

○○委員   はい。わかりました。 

 

○○委員   この５番の問題ですがね、バイパスの拡幅工事の計画はいつごろできたと

ですか。申請許可後にできたと、できる前やったと？変更しとるとじゃなか

ろうね。 

 

会 長    これは３１年の時には、まだ発表がここら辺だろうということでされてお

りました。それで北方の支所で本人さん呼んで、北方の農業委員さん全部集

合して、話し合いをして承認をいただいた、３１年に提案をしたということ

になっておりますんで、まだその時発表はなかったね。ここら辺だろうとい

うことで言いはされてたけど、それは承知のうえで地主さんはもう売るとい

うことやったけんがっていうことで承認をしましたので。よかですか？ 

 

○○委員   今、委員さんの方から連絡がありましたけれども、私もまだ図面を佐賀国

道から貰っていませんが、バイパス、今の市道の南側にも拡張すると初め予

定でした。それが、いつの間にか北側にもっていかないと、後のざんぴで南

側がどがんでもされんやったとです。そこはまだ農振除外の許可下りとらん

とです。佐賀国道に図面をと言ってますが、まだ私は貰うとらんけんですね、

決定権はなかばってんが、上の方に北側の方何ｍっていうのはまだ、決定し
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とらんけんですね。私も明確に言えんし、農振地ではあるし、農振除外もま

だ出ておりません。その区域は。そういうことですね。わかったら、報告し

ますので。はい。以上です。 

 

会 長    ほかに。ほかに無いようでございますので、議案第４号の質疑をとどめま

す。議案第４号農地転用許可後の事業計画変更承認申請及び農地法第５条の

規定による許可申請について、本委員会としては許可しても差し支えない」

との意見を付けて、佐賀県知事に送ることに異議ございませんか。 

 

（「異議なし」の声多数あり） 

 

会 長    異議なしと認めます。よって、議案第４号農地転用許可後の事業計画変更

承認申請及び農地法第５条の規定による許可申請については、「本委員会とし

ては許可しても差し支えない」との意見を付けて、佐賀県知事に送ることに

決しました。 

 

―――――――――《議案第５号 農用地利用集積事業計画（案）》――――――――― 

 

会 長    次に議案第５号を議題といたします。武雄市農用地利用集積事業計画（案）

について事務局からの説明をお願いします。 

 

事務局    失礼いたします。１ページをご覧ください。こちらに「令和３年度第１号

利用権設定計画（案）」を記載しています。 

２ページをご覧ください。こちらに内訳を記載しています。 

武雄町、田、新規、５件、１２筆、１０７９５㎡。 

橘町、田、新規、１５件、２２筆、３８０８０㎡。再設定、２件、３筆、

９１２８㎡。 

朝日町、田、再設定、２件、２筆、２５６７㎡。 

若木町、田、新規、３件、７筆、６３３３㎡。再設定、１件、１筆、７９

０㎡。 

武内町なし。 

東川登町、田、新規、２件、２筆、３３４２㎡。 

西川登町、田、新規、１件、１筆、１８２４㎡。再設定、１件、１筆、５

３０㎡。 

山内町、田、新規、４件、１１筆、１０８６２㎡。再設定、１２件、１７

筆、２５２６２㎡。 

北方町、田、再設定、２件、５筆、１０７１９㎡ 

となっています。４ページ以降に各町の詳細を記載しています。 

次に、３ページをご覧ください。所有権移転計画案について、記載してい

ます。東川登町、田、３筆、２７３４平米です。２３ページに詳細を記載し

ています。また、利用権の変更については、２８ページ。解除については、
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２９ページに記載をしておりますので、ご確認ください。 

以上、農業経営基盤強化促進法、第１８条３項の要件を満たしていると考

えます。ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

会 長    事務局の説明が終わりました。それでは議案第４号について、質疑を開始

します。何かございませんか。 

 

      （質疑なし） 

 

会 長    意見も無いようでございますので、議案第５号の質疑をとどめます。 

        議案第５号 武雄市農用地利用集積事業計画（案）について、原案どおり承

認することに異議ございませんか。 

 

（「異議なし」の声多数あり） 

 

会 長    異議なしと認めます。 

よって議案第５号 武雄市農用地利用集積事業計画（案）については、原案

どおり承認することに決しました。 

 

――――――《議案第６号 農業振興地域内、農用地からの除外について》―――――― 

 

会 長    次に議案第６号を議題といたします。「農業振興地域内、農用地からの除外

に対する意見について」、農林課の説明をお願いします。 

 

農林課    失礼いたします。農林課の田中です。議案第６号につきまして、まず資料

の訂正をさせてください。資料の１ページ目。下の方の田、畑の数値に誤り

がございました。正しくは、田２６７７０、畑４８７７です。訂正をお願い

します。大変、申し訳ございません。それでは、説明をさせていただきます。 

１ページに農振除外を行います、１０件、３５筆のリスト。２ページから

３ページに１０件の内容を記載しています。４ページから３２ページはそれ

ぞれの地図、字図、計画平面図でございます。 

では、２ページをご覧ください。 

申請番号１番は、除外目的が介護保険施設。特別養護老人ホームでござい

ますけれども、除外場所は○○町の田、８筆、１２９１７㎡。畑４筆、７６

８㎡。計１３６８５㎡です。 

２番は、除外目的が一般住宅。除外場所は○○町の畑、８７８㎡でござい

ます。 

３番。除外目的は駐車場。○○町の畑、２筆、３２８㎡です。 

４番。除外目的が植林。○○町の畑、１３７６㎡です。 

５番。除外目的が駐車場及び重機置場。除外場所は、○○町の田、４筆、

２６４７㎡です。 
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６番。除外目的が資材置場。除外場所は○○町の田、２筆、２６６５㎡。

７番。除外目的は建売分譲住宅、２４区画。除外場所は○○町の田、７筆、

６７６５㎡でございます。 

８番。除外目的は資材置場。除外場所は○○町の田、８８８㎡。 

９番も資材置場でございまして、除外場所は○○町の田、８８８㎡。これ

は同じ筆を２つに分けて使用したいということでの申請となっております。 

１０番。除外目的が建売分譲住宅、５区画。除外場所は○○町の畑、５筆、

１５２７㎡でございます。 

この１０件につきましては、農林課としては、農振除外の５要件を満た

していると判断をいたしまして、受付をした案件でございます。以上、ご

審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

会 長    農林課の説明が終わりました。それでは議案第６号について、質疑を開始

します。何かございませんか。 

 

○○番委員  ６番の件ですけど、私の方に話がきていないのでよくわからんとですが、

これは耕作者が違うのではないかと思うのですが。利用権設定されてるかは

覚えてないけど、耕作者は○○さんじゃないような気がする。 

 

農林課    申し訳ございません。耕作者の方までの把握はできておりませんので。 

 

会 長    これあくまでも所有者やけん。耕作者じゃなくて所有者やけん。○○さん

じゃないというとは、耕作者は違うやろうけど所有者しとるとやろう？ 

 

農林課    そうですね。はい。所有者で。 

 

○○番委員  そしたら、耕作している人に話がいってるかどうかっていうとは、まだ。 

 

会 長    まだその後。その後、わからんたい。農振除外やけん。 

 

○○番委員  農振除外を終わってからしかせんけん。区長さんとね、水利組合とか生産

組合長の印をもらって申請はする訳よ。農業委員さんは、ここの時点では農

振除外やけんタッチせんけん。 

 

農林課    すいません。申請にお見えになった際にはですね、農業委員さんの方には

必ず報告をということで窓口の方では言ってるところなんですけど、徹底が

できておらず申し訳ございません。 

 

○○番委員  これ利用権設定済んでいるかどうかっていうのは、後で教えてもらってい

いですか？ 
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会 長    いや、除外すれば今度は農業委員会に申請が上がってくる。そん時に、耕

作者が誰というのが出てくる。今の所は除外はだめですよって言うぎ、却下

さるっけんが、そんまま作ってよかということになる。そいけん一応、農林

課としてはこの申請ば上げとんさあ○○建設の人に、申請の際に地元の農業

委員さんにも言ってくださいねっては言ったていうことだけど、○○建設か

ら何も聞いとらん訳たい。言うたですよっては聞いとらんけんが、農林課と

しては地元の農業委員さんには言うてくださいねっては指導はしよるという

ことやっけんが、あんたのところには来とらんって言いんさっけんが、○○

さんが言うちゃれんっていうとが正しかとじゃなかかなと。 

 

○○番委員  そいけん、○○さんも所有者には連絡はしたばってんが、誰が作りよるか

そこまでは把握しとらんということですね。状況までは。 

 

農林課    そこまでは把握できていません。 

 

会 長    小作の申請のその前に出とった５号のときに集積を出してあったらこっち

でもわかるとばってんが。 

 

○○番委員  利用権設定済んでいるどうかも、まだわからんとですか。 

 

会 長    いや、わからん、わからん。ヤミ小作になるけんさ、そいも言われんたい。 

 

○○番委員  何か面倒くさかですね。やっぱり、耕作しよる人にも話しばしてもらわん

ぎ。区長さんとか生産組合長も言うたてしか思っとらんやったて。 

 

会 長    小作しよんさっとは所有者から言わんないばさ。小作者はやっぱり所有者

からこがんしてするよっていうとば言いんされんぎさ、種もみか何とかもあ

るけんの。そいけん、農林課で受付をする時もさ、耕作者にまで了解を貰う

とるですかということまで一応、言うてください。 

 

農林課    はい。わかりました。ありがとうございます。 

 

○○番委員  農林課の来とんさぁけん、一つだけよかですか。多面的機能とか中山間の

交付金受ける時に、例えば５年間とか変更したらいかんですよとか、耕作せ

んばいかんですよとかあるですよね。こういう場合、中山間は入ってないけ

どですね、多面の分は入ってますよね。途中でも変更そのままできるとです

か。 

 

農林課    はい。多面的機能支払交付金の場合は可能でございます。 

 

会 長    そいけん、多面的機能では決定金額は来てても、減額してくるわけたい。 
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○○番委員  減らしてね。 

 

会 長    減らして後から精算ばしんさって、減額してくるわけたい。 

 

○○番委員  それを知らん人はですよ、５年間ずっと作らんぎいかんて、５年間ずっと

拘束されとるて思うとるけんですね。そいぎ、もう前もって入れんでいっち

ょこうかとかですね。荒れるごたっところは入れんでいっちょこうかてなる

けんですね。どがんかなて思うとりました。 

 

会 長    はい。他に？ 

 

○○番委員  ４番の件でお聞きしたいんですけれども、今ですね山の中は耕作地が多く

てですよ、植林せんでももう木が生い茂っている状態なんですけれども、そ

の方は植林ということで、農振地外されるんですけれども、こういう場合も

必ず耕作放棄地になった所は、農振除外は外さんばいかんとですか？この方

は何か木を植えるけんがということで。でもミカン山とかやめる時に、雑木

みたいなものを植えてやめた方もいっぱいいらっしゃると思うんですよね。

そういう時、農振除外はしたとかなと思ってですね。ちょっとお聞きしたい

のですが。 

 

農林課    はい。４番につきましてはですね、４番に限らず皆さんおっしゃるとおり、

やむなくそういった状況が多くございますので、ただ、農振農用地指定をさ

れている所につきましては、始末書を添付のうえでですね、農振除外の手続

きをしていただいている所でございます。 

 

○○番委員  そしたら農地パトロールだったり、耕作放棄地とかを見て回りますよね。

そういう指導をせんといかんとですよね。そしたら農業委員としては。そこ

が農振地たったらですよ、農振除外をしてくださいと言わんといかんとです

か。役割として。 

 

事務局    今回の４番の○○さんの案件なんですけど、今回、農振除外として出てき

ているのは、１筆の１３７６㎡なんですけど、他にもですね、植林をされて

いる場所が何箇所かございます。現地の写真で見た限りでは、うちの非農地

の２０年経過の方に該当するんではないかということで、うちの方では、非

農地を検討していた所なんですけども、非農地の案件の中に農用地について

は非農地をしないということでございますので、農用地に入ったままの非農

地というのはできません。 

ですので、農用地に例えば木を植えていたと。実際、農地に戻らないので、

地目を変更したいということで、農業委員会の方に来られても、そこが農振

農用地に入っていれば、地目を変更するために、まず、そこを外してもらわ

ないといけない。それで、宅地になりますので。もちろん、先ほど、言われ
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た様に農地パトロールで見ていただいた中で、まっすぐ非農地できる所もあ

るし、要はそこは農振農用地がかかってない所ですから。ただ、圃場整備と

かでは入ってないところについては、まっすぐ４条、５条の転用をまっすぐ

かけられる所と同じように非農地ができたり、木がまだ２０年も経ってなか

ったら、始末書添付で植林で出してもらう所なんですけれども、そこが農用

地に入っているということであれば、その前段階として、今から計画するに

してでも、増えてましたにしてでも、まず、農振地を外さないといけない、

ということで、今回何筆かあった中の１筆が農振に入っていたので、今回、

この１筆だけ埋め立ての話出てきているんですけど、この後に、実際、植林

してましたということで、４条の無断転用なり、非農地なりで地目を変更し

ていく手続きが、農業委員会の方に出てくる予定でございます。 

 

○○番委員  すいません。そしたら、山はパイロット事業とかで国のお金を使ってです

ね、そういう所は絶対受けとんされんですよね？ 

 

会 長    私が県の審議会にいた時はね、国営パイロット事業は、登記簿に載っとる

らしかね。そい以外の事業したとは載っとらんらしか。そいけん、私が知っ

とる所では、嬉野とか塩田、太良は、山林にもならかされんやったと。お茶

の茶園ばね、どがんないとんしてくいろて言いよんさっばってん、お茶がこ

いだけ低迷したけんが、許可してくいろっていうことで、申請ばしんさった

とばってん、ダメってそれは。登記簿上、それを他には法務局がさせんて。

そいけんが維持してくださいということで。ただ、みかんの時太良の人の話

ば聞くぎね、なんで隣のとはできて、うちのとはできんかったかというたら。

廃園事業にかかった時に、その１年間や２年間や３年間かどうか、もうそい

は知らんよね、わからんばってん、その期間に申請ばするぎ、許可の出とっ

たと。そい以外は全くダメです。だって太良の池田会長さんが言いよんさっ

たけんが。その期間を１年か２年か３年かはわかりませんが、その時に申請

ば山にならかすばいって言うた時にしとんさっぎ、山林になっとったと。 

      国営でした分は、ちょっとでけんらしかもんねえ。 

 

○○番委員  わかりました。 

 

会 長    他に？ 

 

      （質疑なし） 

 

会 長    意見も無いようでございますので、議案第６号の質疑をとどめます。 

        議案第６号 農業振興地域内、農用地からの除外に対する意見については、

「農業振興施策の推進に著しい支障を及ぼすことがないと認められる」と回

答することに異議ございませんか。 
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（「異議なし」の声多数あり） 

 

会 長    異議なしと認めます。議案第６号 農業振興地域内、農用地からの除外に対

する意見については、「農業振興施策の推進に著しい支障を及ぼすことがない

と認められる」と回答することに決しました。 

 

―――――――――――《議案第７号 武雄市非農地証明願申請》―――――――――― 

 

会 長    次に議案第７号を議題といたします。「武雄市非農地証明」について１件の

証明願が提出されています。この案件について事務局の説明をお願いします。 

 

事務局    失礼します。それでは、議案第７号について御説明をさせていただきます。

資料につきましては、議案書の１６ページから、及び資料につきましては、

５７、５８ページの方になりますので、そちらの方をお開きください。 

議案第７号、武雄市非農地証明願申請につきまして、申請番号１番です。

土地につきましては、○○町にあります、田１筆の面積２６５㎡です。亡き

父が平成１０年ごろより、自宅駐車場として利用をしていたということで、

非農地証明事務処理要領の該当事項につきましては、５号の人為的に無断転

用された土地で、かつ、その転用行為から２０年以上経過し、農業委員会が

証明書の交付を行うこともやむを得ないと認めた場合に該当すると判断をし

ております。 

事務局からの説明は以上でございます。ご審議よろしくお願いいたします。 

 

会 長    事務局の説明が終わりました。地元委員さんの補足説明があれば、それを

受けてから質疑に入りたいと思いますが、地元委員さん何かございませんか。 

 

      （地元委員補足説明なし） 

 

会 長    無いようですので、質疑を開始します。何かございませんか。 

 

      （質疑なし） 

 

会 長    意見も無いようですので、質疑をとどめます。 

議案第７号、１件の武雄市非農地証明願いにつきまして、原案どおり証明

することにご異議ございませんか。 

 

（「異議なし」の声多数あり） 

 

会 長    異議なしと認めます。 

よって、議案第７号 武雄市非農地証明１件について原案どおり証明するこ

とに決しました。 
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―――――――――――――――――《閉  会》――――――――――――――――― 

 

会 長    それでは以上をもちまして、本日、準備された議案・報告等については、

すべて終了しました。これをもちまして、令和３年４月の農業委員会総会を

終わります。 


